
宮林東京農業大学教授による特別講演 御明神演習林でネイチャーゲームの進め方を学ぶ受講者

岩手大学農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 澤口勇雄

寒冷フィールドサイエンス教育研究センターは、地域貢献
に資する活動の展開を一つの大きなテーマとして、分野ごと
にそれぞれの特徴を活かしつつ、積極的な取組を行ってきて
いる。年々、回を重ね、何らかの形で大学との関わりをもつ裾
野を広げていくことは重要であり、その広がりを大きくしていく
ことこそが「地域全体の大学」を作っていく大きな力になると
考えている。
本年５月（17～20日）、当センターが主催し、（社）国土緑化
推進機構の協賛を得て、官・学連携による実務技術向上の
ための研修（「森林・林業技術者のための青少年森林教育
スキルアッププログラム」（以下、「プログラム」という。））を行っ
た。
今回のプログラムは、森林・林業技術者を対象に、青少年
森林教育手法（技術）の習得・研鑽を目的として、ひいては青
少年の森林・林業に対する理解の増進に資することまでを視
野に入れたものである。
受講対象者は東北森林管理局職員、岩手県職員及び岩
手大学演習林技術職員（計16名）である。互いに森林・林業
に携わりつつも、異なる立場や性格を有する職場の者達が
各々の経験と知見を持ち寄りながら、専門の講師陣の指導
のもと、理解しやすくかつ実践的な森林教育技術を身につけ
ていくことにより、個々のスキルアップを図るとともに、相互に
ネットワーク的なつながりを作り、地域における青少年森林教
育の浸透・底上げに大きく寄与することをねらいとしている。
東京農業大学の宮林茂幸教授を講師に迎え、大学図書
館で行われた特別講演には、プログラム受講者のほか、学生

や一般の聴衆を含め約50名が集まった。宮林教授は、「森林
教育を考える」と題し、「体験教育の役割は物の価値観や感
動する心をはぐくみ、生きる力を養う」と農林作業体験の意義
を説明し、教育効果として、
①環境の変化を肌で感じ自然との結びつきを実感する、
②農村社会が持つ家族や地域との結びつきを再確認する、
などの点を挙げた。
その後、受講者は御明神演習林に場所を移し、森林教育
の進め方、寒冷地の森林植物の教授法及び野生動物の調
査法について、森林教育を行う立場からの知識・技術を学ん
だ。
研修後に行ったアンケート結果からも、課目を一つひとつ経

ながら、受講者の関心、意識が確実かつ急速に高まり、今後
の森林教育の実践に向けて動機付けが行われたことが伺
われた。また、異なる機関の職員同士の交流自体を有効と見
ている回答が多く得られている。
東北森林管理局と岩手大学は、学術研究の分野におい

て援助・協力を行うことを目的とする協定を締結しているが、
今回のプログラムは、当該協定に基づく具体的な取組の一
つにも位置づけているものである。
今回のプログラムのような取組を通じて、幅広い関係者の
連携を築き、そのネットワークを活用しながらそれぞれの地域
で森林・林業技術職員が活躍し、広く一般市民の森林・林業
に対する関心を高める機動力になっていくことが期待され
る。  
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平成16年度 革新的農業技術習得研修「高度先進技術研修」

農政の重要な課題である米政策の抜本改革に向け、農業改良普及職員に普及現場における技術的課題解
決のための調査能力の向上を図るため、農林水産省経営局では全国の農業改良普及職員を対象とした「平成
16年度革新的農業技術習得研修事業」を企画した。
岩手大学では寒冷フィールドサイエンス教育研究センターが中心となってこの委託を受け、「水田農業改革に

伴う集落型経営の育成手法と管理方法」について、９月６日～８日の３日間、全国の農業改良普及員28名に研修
を行った。
研修をより高度に先進的な内容とするために、当大学農学部の木村伸男先生（集落型経営体の育成方法）、

寒冷フィールドサイエンス教育研究センターの星野次汪・佐川　了（集落型経営体の土地利用）の他に、他大学・
研究機関の第一線でご活躍の先生方にも講師をお願いした。山形大学農学部楠本雅弘教授には集落型経営
体の経営者の機能・役割、経営者能力、経営体の管理、特に財務会計管理法について講義していただいた。東
北農業研究センター佐藤百合香主任研究員には同氏が開発した従来型技術とは異質な新技術が現場に普
及・定着するまでの様々な障壁とその具体的な解決法を実験結果や体験事例を基に講義していただいた。茨城
大学農学部安藤光義助教授には多様な地域性をもった集落型経営体の展開方向と法人化について、地域特
異性による類型化などから講義していただいた。また、岩手県の農産物を取り扱っている府金秀忠氏、平川眞人
氏、田村治彦氏をお招きして「実需・流通からみた国産農産物への期待」についてパネルディカッションを行い、
研修生との熱い意見交換を行った。さらに、平川食品の工場を見学し、平川眞人氏は「消費者から喜ばれる食
品作り」をするために、原料の大豆生産のあるべき姿について現地に密着した視点が述べられた。また、花巻農
業協同組合では大和章利氏から集落型経営体育成のこれまでの取り組みについて説明があり、その後、研修
生との熱心な意見交換を行った。
最後に、研修生が本研修で学んだ内容を担当する普及現場でどのように活かしていくかついて発表を行い、

参加者全員で総合討議を行い、研修を終えた。寝食を共にし、二夜にわたる情報交換を通して、地域を越えた懇
親ができたとことは大きな収穫であった。
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